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1 はじめに

講義での出席管理方法において,学生の学生証と出席
登録機器を使用した出席管理システムを用いたり,点呼
を行っている大学は数多くある. しかしそのような従来
の方法では機器に多大なコストがかかり,また学生が他
者の学生証を使用したり,代わりに返事をすることで欠
席者があたかも出席している様に装う代返行為が発生

する可能性がある.
上記の問題解消のために様々な研究が行われてきた.

そのような研究の中で,携帯端末の GPS機能を用いて
出席管理システムで監視する [1],講義中に提示される
出席管理システムのパスワードを使って出席を取る [2]
などの手法がある. しかしその多くの出席管理システム
は,パスワードや携帯端末自体を他の学生に教える・貸
すといった不正な行動に対処できていない問題がある.
そこで本研究では, 学生が所持している携帯端末の

Bluetooth機能を用いて,端末の所有者の顔写真と本人を
教師が確認・照合できる出席管理システムを検討する. 本
システムでは,各学生が所持している端末のBD(Bluetooth
Device) アドレスと学生の情報を関連付けしてデータ
ベース化し,教員の PCで閲覧できるようにした.

2 システム概要

Bluetooth通信では,デバイスの識別に 48bitの BDア
ドレスを用いている. また,電波を使って通信をしてい
るため,電波強度 (RSSI)を測定することができる. 本研
究では,主にこの Bluetooth通信と電波強度の 2つで出
席管理システムを構成する.
本システムの概要を図 1に示す. 出席を取る前に,教

員 PCと基準端末と呼ばれる端末を,あらかじめ教卓周
辺に設置しておく. また前提として,学生は所持してい
る携帯端末を基準端末にかざすように近づけることで

出席を取るものとする. そして出席は,講義開始時に取
るものとする. これは,出席を取ってから遅刻して来た
学生に対処するためである. この基準端末は,周囲の検
出可能範囲にある全ての携帯端末の電波強度を一定時
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間ごとに繰り返し測定する. そして最も電波強度の強い
携帯端末を,基準端末に近づけられたものとして,基準
端末がその携帯端末の BDアドレスをサーバーにネッ
ト経由で送信する.
サーバーでは,受け取った BDアドレスと事前にデー

タベースに登録してある BDアドレスを比較する. BD
アドレスが一致した場合は,データベースに登録してあ
る名前や学籍番号,顔写真などの学生の情報を webサ
イト上に表示し,それを教員が PCで閲覧して学生本人
と照合することで出席か否かを決定する. 教員が出席
とした場合は,データベースの出席データに追加する.
本研究では上記の処理手順を用いて出席管理を行う.

また,本システムは約 30名程の比較的小規模の講義形
式を念頭に置いている. これは携帯端末を所持してい
ない学生やBluetooth機能を有していない携帯端末を所
持している学生の対処を容易にすると共に,出席を取る
教員の負担を減らすためである.

図 1: システムの概要

3 サーバ処理

学生の情報は事前にサーバのデータベースに登録し

ておく必要がある. 事前に登録するデータの要素は BD
アドレスや名前,学籍番号,顔写真であり,その他の要素
は出席データと備考で構成される.
登録する学生情報のデータについては,教員が学生証

と本人を確認してから登録を行う. 出席データについ
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ては,講義実施期間中のデータを webサイト上で確認
できるようにする. それにより学生が欠席した講義の
資料を配布したり,教員が事前に欠席による単位不認定
の警告をする等,学生に配慮をすることができる. また
教員が学生に用件がある場合は,あらかじめ備考欄に記
入をしておくことで,忘れずにその場で伝えることがで
きる.
サーバ処理の流れと教員の利用イメージを図 2に示

す. 今回は Bluetoothを用いるため,電波強度を規定し
た classが違う携帯端末によっては,電波強度が大きく
異なってしまう問題がある. これによって,基準端末か
ら離れている携帯端末でも classによっては基準端末が
近づけられたものと誤認してサーバーに送信してしま

い,異なる学生の情報を webサイト上で表示してしま
う可能性がある. その問題を対処するため,学生の情報
を web上に表示するためのボタンを設けておき,教員
の任意のタイミングで行うようにする. また出席を取
る際に,すでに出席を取れている学生の情報を再びweb
上で表示することは,教員にとって非常に手間になって
しまう. そこで当講義時の出席データを参照して,デー
タが未追加であるときに限り表示するようにする. ま
た出席だけでなく,遅刻についても対応できるように教
員側で決定できるようにする.

図 2: サーバ処理の流れと利用イメージ

4 実装

基準端末には,システム導入にかかるコストを削減す
るために, 比較的安価な Raspberry Pi を使用した. OS
は Rsapbian を使用した. また Bluetooth 機能や Wi-Fi
機能を使用するため, それぞれのドングルを取り付け

た. Bluetoothドングルでは消費電力が抑えられる Blue-
toothLEが特徴である PLANEX製の BT-Micro4を採用
し,Wi-Fi 機能用のドングルについては PLANEX 製の
GW-USNANO2A を採用した. いずれのドングルでも
Raspberry Piに負担をかけないように,消費電力が少な
いのが特徴である.

Raspberry Pi上で Bluetoothの電波強度測定機能を動
作させるために,オープンソースの Bluetoothプロトコ
ルスタックである Bluezを用いる. 一定間隔で検出可能
範囲内のあらゆる機器の電波強度を Bluezを用いて取
得し,電波強度が最大である端末の BDアドレスをサー
バに送信するように pythonでプログラムを作成した.
またこの BDアドレスをサーバに繰り返し送信するた
めに,プログラムを繰り返し実行させるようにした.
サーバではMySQLを用いて,事前に学生情報のデー

タベースを作成した. 上述したプログラムによって送信
される BDアドレスに対して,データベースに登録され
た BDアドレスと比較するようにした. 学生の情報を表
示する webページを作成した.

5 考察とまとめ

今回の実装から,提案した方法を用いることで出席時
の代返行為を防止可能であることが示された. また今回
使用した手法では,教員がデータベースの顔情報と学生
の顔を直接見比べるようにすることで,教員と学生のコ
ミニュケーションを促すことが期待される. これによっ
て学生の代返行為が防止され,またそれに伴って講義へ
の取り組み具合も改善できると考えられる.
しかしながら本システムでは (1)学生が Bluetooth機

能未搭載の携帯端末を所持している場合の対処 (2)学
生が携帯端末の未所持の場合の対処 (3)システムのト
ラブル時の対処 (4)学生数に応じた教員への負担,等に
対応できていないという問題がある. そのため,本シス
テムだけで出席を取るのではなく,他の出席確認手段を
併用することで評価をする必要がある.
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